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1.は じめ に

少子化の大波 を受けて、大学 ・短期大学の入試状況が様変わ りし、入学する学生の資質

や 目的 をは じめ、その行動 も大 きく変化 してきてい る。 このような従来 と異 なる学生に対

する大学のあ り方や授業内容、学生指導等の教育全般が、今私たち大学 ・短期大学教員に

問われている。 そ して、教員一人 ひ とりの教育の成果が学生の評価 を受け、受験者数 と

なって社会の評価 を受けることとなる。

したがって、大学教育においては、これ らの変化する学生の思考方向 と行動の特性 を知

り、的確 に学生 の興味の対象 を把握することによって、教員が誘導的指導 を行い、学生に

目標 ・目的をしっか りと持 った学習期 間を提供 し、達成感 をもって卒業に向かせ ることが、

学生の満足感 と、保護者 を含めた社会の評価 を得 ることに繋が ると考 える。

そこで本論では、学生が達成感 を感 じる科 目として卒業演習一 ゼ ミナールを取 り上げ、

筆者が担当す るファッシ ョンクリエ イ ト系の 「服飾構成ゼ ミナール」 における卒業制作の

内容を調査 し、作品 を通 しての学生の変化 と傾向を把握す ることによって、学生か ら評価

される卒業制作 の指導のあ り方 を考察 してい きたい と考える。
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2.ゼ ミナ ール 受講者 の実態

平成13年 か ら17年 までの5年 間の、本校 におけるゼ ミナール受講者の詳細 を、教務課の

データをもとにまとめ、ゼ ミナール受講の実情 と方向性 を考察する。

(1)調 査 の対 象 と方 法

平 成13年 度 か ら17年 度 までの卒 業 ゼ ミナー ル受u者 を対 象 と した。 したが っ て対象 と

なっ た の は、平 成12年 度生 か ら16年 度 生 までで あ る。 入学 者 数 は、平 成12年 度241名 、

13年 度210名 、14年 度220名 、15年 度249名 、16年 度294名 の計1214名 で あ る。 そ れ に対 し

て、 卒 業 ゼ ミナー ル受 講 者 数 は、 平成13年 度191名 、14年 度19ユ 名 、15年 度198名 、16年

度234名 、17年 度279名 の計1093名 で あ る。

(2)調 査の結果及び分析

調査初年度の平成13年 度か ら15年 度 までの3年 間は、本短期大学 は1学 科3コ ース制

をとってお り、服飾科の流れを引 き継 ぐファッションデザイ ンコース と秘書科 を引 き継

ぐ秘書 ビジネスコース、2級 建築士 を 目指す新設 コースとしての住生活 コースである。

これ らの3コ ースの うち、秘書 ビジネスコースは、そのコース全体 の性格上、六つの

全てのゼ ミナールが講義 を主体 とした調査研 究に基づ く論文発表である。他の2コ ース

は、そのほ とんどが実習 をともなうゼ ミナールである。それぞれの受講者数、及び変動

は表1-1、1-2及 び図1で ある。

図1の コース別ゼ ミナール受講者数は、その年の業界の好 ・不況の景気動向や世相を、
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多少 反映 した数で推移 してい るが、概 ね13～16年 度 まで は大 きな変化 はみ られ ない。

各 コース共、平均化 された数字で推移 している。 しか し、17年 度になると全体数の増加

という母数の影響 もあるが、講義中心の ビジネス系が倍増 していることは特筆すべ き現

象 である。16年 度か らス ター トした製菓がこの年半減 しているのは、ひ とつのゼ ミナー

ルが教員の退職 により、や むな く当年度のみ閉講 したことによるものであ り、特殊事情

表1-1コ ース ・テーマ別 ゼ ミナール受講者数

コ

ー

ス

実
習
系

テ ー マ

13

年

度

14

年

度

15

年

度

16

年

度

17

年

度

計

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ンビ

ジ

ネ
ス

アパ レル 2 7 12 13 15 49

0 フ ァ ッシ ョ ンビ ジネ ス ・プ ラ ンニ ング 10 17 17 18 32 94

0 和裁実習 ・日本の手の文化(着 物) lI to 11 11 18 61

0 生活デザイ ン(織 り) 8 3 一 一 一 11

0 服飾構成 4 13 10 21 16 64

情
報
・

ビ
ジ
ネ
ス

情報検索 1$ 4 20 一 一 42

健康 7 18 16 14 24 79

問題解決 18 14 一 一 一 32

英 語 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン 18 15 15 11 7 66

プ レゼ ンテーシ ョン ・日本語表現 16 14 16 13 14 73

人間関係論 ・経営組織論 7 一 一 一 一
7

英語で話そ う ・リー ダー シップ 一 一 4 2 2 8

プログラミング 一 一 13 17 41 71

住
生
活

0 住まいの空間 13 13 11 14 18 69

0 住生活 10 13 to 15 23 71

0 調理 19 22 26 一 一 67

0 生活デザイン 16 8 5 8 xo 47

0 アー ト&デ ザ イ ン 14 20 12 16 22 84

製
菓

0 製菓 一 一 一
33 37 70

0 調理 一 一 一 28 一 28

合計 191 191 198 234 279 1093

*

*

*

平成16年 度、製菓コースが出来、住生活コースの調理が製菓コースに変わる。

平成17年 度、製菓コースの調理は担当者の退職により、開講していない。

コース名は平成16年 以降の名称で明記 してある。
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として除外 して考察するべ きと考 える。 このように実習ゼ ミナールに比べ講義ゼ ミナー

ルが増加傾 向にある背景 には、実習ゼ ミナールは実習費が別途必要なことだけでな く、

同 じ時問で単位が1/2と い う現実的な理由があることが、学生達 の卒業 レポー トか ら

うかが える。今後実習系ゼ ミナールとしてはいかに受講者の減少 を食い止 めるかが大 き

な課題 となっている。 このような中で、「服飾構成ゼ ミナール」の選択理由を卒業 レポー

トか ら抽 出 した ものが表1-3で あ る。

表1-2実 習 ・講義系別ゼ ミナール受講者数

コ ー ス 13年 度 14年 度 15年 度 16年 度 17年 度 計

ファッションビジネス実習系 33 43 38 50 66 230

ファッションビジネス講義系 2 7 12 13 15 49

住生活実習系 72 76 64 53 73 338

住生活講義系 0 0 a 0 0 0

情報 ・ビジネス実習系 0 0 Q 0 0 0

情報 ・ビジネス講義系 84 65 84 57 88 378

製菓実習系
一 一 一 61 37 98

合 計 191 191 198 234 279 1093
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図1年 度別ゼミナール受講者数の推移
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表1-3「 服飾構成 ゼミナール」 を選択 した理由

フ

ァ

ツ

・先輩の作 品、 シ ョーを観 て

・入学前のパ ンフレッ トを見て

シ
ヨ ・オー プンキャ ンパスに来た時か ら決めていた

ン あ
シ こ ・自分たちで作 った ドレスでショーを したい

ヨ が

】 れ
・フ ァ ッシ ョンシ ョー に 出 たい

に て
・シ ョー の た め の ドレス を作 りた い

ウ
・白い ドレスへ のあこがれ ・幼い頃にあこがれた ドレス を着 てみたい

Z ・新 しいウエデ ィング ドレスを作 りたい
ア

イ

ン
・心 に残 った ウエデ ィング ドレスの再現 を したい

グ
ド 作

・結婚式で着 る ドレス を作 りたい

レ リ
ス た

・結婚 を夢見て

を い ・友達 のための ウエ ディング ドレス を作 りたい

・洋服 につ いて知 りた くて

・洋服 を作 る楽 しさを知 ったか ら

ド
レ

・自分 らしい(自 分 だけの)ド レス を作 りたい

・女性 らしい、可愛 らしい華やかな ドレスを作 りたい
ス
を ・セ ク シー な ドレス を作 りた い

作
製 ・着たい ドレス、着 てみたい と思 わせ る ドレス を作 りたい
し
た ・雑誌の ドレス を作 りたい

い
・お姫様 のイメージの ドレス を作 りたい

・母の着物 で ドレス を作 りたい

・自分の体型、サイズに合 った ドレス を作 りたい

・この学校 に来た意味 を残 したい

その他
・目立 ち た い

3.服 飾構 成 ゼ ミナ ール について

前述 のように、平均 して実習系 ゼ ミナールの受講者数が獲得 で きていたこ とは、担当者

として大変嬉 しいことである。2年 間という限定 した期間の中で、基礎か ら自分 の手で積

み上げてい く 「根気」や 「丁寧 さ」 を培 い、作品の完成 による 「達成感」を教 えるには、

実習 ・演習が適 している と考えている。 この実習の持つ役割 を、学生達が持つ夢 と共 に実

行で きるように計画 し、指導 を行っている。 しか しなが ら、現実 には近年はほとんどの受
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講生が洋裁 に関して全 くの初心者である。 このことが指導上の大 きな問題であることはい

なめない事実である。 したがって、最終 目標 となる卒業制作 も、おのず と以前の服飾科 の

頃 とは比較す ることが出来 ないレベルの もの となってい る。

写真210年 前の作品(平成4年) 写真3現 在の作品(平成17年〉

しか し、学生達の興味の時期に合わせて、計画的に根気 よ く向き合い指導する中で、学

生達は徐 々に技術 を身につけ、制作へ の意欲が育 まれてい く。学生達 は、卒業作品 に時間

を忘れて取 り組み、その発表の場であるファッションショーで1年 半の努力 と達成感を身

をもって知 り、それが感激 の涙 となるのである。この ときの感動が、後述の卒業 レポー ト

に熱意 をもって述べ られている。

一・方、大手前短期大学 における服飾構 成ゼ ミナールの卒業制作 の発表は、歴代 フ ァッ

シ ョンショーである。現在 は秋に行われている大学祭のイベ ン トとして実施 されている。

イベ ン トとしての ファッションシ ョーにおいての発表 となるので、学生達 は作 品として、

い きおい華やかなものを選ぶ こととなる。その結果 は表2の 通 りである。

針 を持つ ことが初 めてに近い立場 であ りなが ら、学生達の求める ものは高等技術 と知識

が必要な ドレス制作である。 この点か らも、多 くの学生が求められる技術や知識 を考 える

ことな く、 ドレスメイキ ングその ものを安易 にみていることが うかがえる。

表2卒 業作品の種類

服 種
着 数

13年 度 14年 度 15年 度 16年 度 17年 度

ウェデ イング ドレス 2 6 4 10 10

イブニ ング ドレス 2 4 」 5 4

カクテル ドレス 3 2 1 6 ユ

カジュアル ドレス 34 40 51 38 33
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脚
ま
室

セ

惹ζ

写真4-1和 風 ドレス

・擦

鹸鞍

轟離,
一 ・醤 軸 繋 驚

(1)卒 業作品 とその特徴

表2か らも、卒業作品の多 くが ウェディング ドレス とイブニング ドレス等の結婚式 に

関わる服であることが分かる。学生達にとり、究極の服 とはウェディング ドレスなので

ある。理想 と夢 をイメー ジに、オー トクチュールで発表されるウェディング ドレスのデ

ザイ ンを思い描いて、卒業制作 に向か うのである。
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各年の主な作 品写真 に基づいて、その特徴 を述べてみる。

① 平成13年 度作品

この年は実質4名 という少数のゼ ミナール生であったが、 ドレスに対す る思 い入れが

強 く、各人が ウェデ ィング ドレスに挑戦 し、そのデザ インもスリムか らボ リュームのあ

るもの まで、様 々であった。

ス レンダーなタテ型 シルエ ッ トで肩 を出 したマーメー ドラインと、オー ソ ドックスな

身頃にパ ニエで膨 らんだボ リューム型の ウェデ ィング ドレスは、まさに学生の思い描 く

ウェデ ィング ドレスの二極 性を現 している。

② 平成14年 度作品

ゼ ミナー ル生は13名 で、卒業制作の指導 をする うえには適正 な人数である。

この年の ウェデ ィング ドレスの傾向はビュスチェ型で、肩 を出す ことによ り女性 の美

しさを求めている。ス カー ト部分はパニエで膨 らましてボ リュームを出 し、裾が大 き く

広がったシルエ ッ トの ものが多数 を占めている。それ らを各人がシ ョーで発表すること

を念頭 に置 き、デ ィテールにおいての装飾や フロン ト部分 は ミニにし、後は長 く裾 を引

くシルエ ッ ト等、個性 を表現 している。

麟
豫蹴

難 驚 難

騰
写真6-1ビ ュスチ ェドレス
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③ 平成15年 度

ゼ ミナールは友達 と一緒 とい う理由が多い中で、 この年のゼ ミナール生10名 は、初め

てゼ ミナールの場で出会い、新たな友情 を深めていった。 ドレスにおいても、素材 はサ

テン地 とオーガンデ ィーという同 じものを使用 してい るが、趣味嗜好の違いがはっきり

してお り、ディテールの変化で様 々なバ リエーシ ョンを見せてい る。

④ 平成16年 度

この年は21名 の学生が受講 している。ウェディング ドレスへ の憧 れは人数の分だけ増

し、全体 に可愛 さを前面 に押 し出 した ドレスになっている。 ウェデ ィング ドレス=お 姫

さまを連想 させるギャザーやフ レァー をたっぷ りとったスカー トに特徴が表れている。

⑤ 平 成17年 度

ゼ ミ生 は16名 で、 その 内10名 が ウェデ ィ ング ドレス を制作 してい る。平成14年 度 の ウェ

デ ィング ドレス と同様 に、肩 を出 した ビュスチ ェに美 しさを求 め、細 い ウエ ス トか ら裾 に

広が った ボ リュー ムのあ るス カー トと、花 や フ リル等 のデ ィテー ルに可 愛 さ を求 めてい る。
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写真9-2サ イ ドシルエ ッ ト

(2)ウ ェデ ィング ドレスにみる若者気質

このように5年 間のウェディング ドレス制作 において、その用いる布地 は、従来通 り

の、華やか さを単純 に表現 できるサテ ン地であ り、デザ インはス レンダー な大人の女性

を感 じさせ るマーメイ ド型 と可愛いお姫様イメージのボリューム型 に二分 されている。

ヘ ッ ドドレスやブーケ等の小物 に多少の変化や個性が表れているが、概ね、変化は見 ら

れない。言い換える と創造性が な く、幼 い頃か ら描いてきた 「夢」 としての結婚=ウ ェ

ディング ドレス というイメージで、デザインを考 えていることが うかが える。それは決

して 自分で考え出 した ものではな く、情報 によりイメージ化 された ものである。

したがって、ウェデ ィング ドレスに限ってみ ると、以前 の服飾学科時代 の作 品 と、そ

の縫製技術 は ともか く、デザインにおいては大差が感 じられないもの となっている。

覧
き

1懸
蟹馨鎌繍 獺_蓬_懸 輔騨顛く:

写真10平 成4年 度ウ ェデ ィング ドレス

つ まり、時代は移ろ うとも、学生達に とってウェディング ドレスは、白に象徴 される

汚れのな さ=幼 く可愛い女 の子 と、清楚 と貴賓=大 人の知的 な女性、 を共通 イメー ジ

として延々 と受 け継がれてい く一般化 されたデザイ ンの服であると考え られる。

もとよ り、 ウェデ ィング ドレスは西洋か ら入ってきた ものであ り、キ リス ト教 による
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教会結婚式 とい う儀式 に関わるものであることは言 うまでもない。それ故 に神秘 と未潔

とい う意味のベールと共 に、 白が純潔の象徴 として定着 した といわれるウェデ ィング ド

レスの歴史的根拠 も納得で きるが、現代の様 々なモー ド化時代 において、憧れ としての

ウェデ ィング ドレスのみが タイム レスにデザ インの創造性 の無 さを示 し続けていること

が、 ファッションに携わる者 としては不思議である。 まして、本校学生の 日常の服装感

覚や行動 をまのあた りにしている者 としては、 ウェデ ィング ドレス に対す る学生達の

オーソ ドックス性が理解 しがたい点である。

4.卒 業制作 レポ ー トにみ る学生 の成 長

この ように、 ウェデ ィング ドレス を中心 とした卒業制作 につ いて、 その制作 過程 か ら

ファッションショーの終了までをレポー トにまとめあげ、最終講義でそれをもとに発表を

行い、ゼ ミナールのまとめ としている。学生達は、デザ インを起想 し、デザイ ン画を描 き、

製図、材料購入か ら制作、ファッシ ョンシ ョーの企画、シ ミュレーシ ョン、実演に至 るま

での全てを詳細 に記 し、その折々の 自分の心境 を振 り返るのである。 この レポー ト作成 と

発表が、彼女達にとって負担 になっていることは間違いないが、反面、 この ことが 自身の

成長に気付 く大 きなきっかけ となっている。製作途中の心 と行動 をじっ くりと見つめなお

す ことで、実習で得た 「根気」 と 「協調性」を改めて知 り、 ショー を作 り上げてい くとき

の熱意 を思い出 し、「達成感」 と 「充実感」 を味わ うのである。短 い2年 間の短期大学生

活 の中での大 きな糧 を実感 した学生 は、 しっか りと地 に足 をつけて社会へ向か うことが出

来ると信 じている。以下は、その代表的 レポー トの一部である。

(1)作 品に関 して

・最初にデザイ ンしていたもの とは変更箇所がい くつ もあ り、本 当に自分の理想 を形作

り、表現することの難 しさを 目の当た りに感 じた。服 に寄せたギャザーや、徹夜 して

つ けた トレー ンの レース等は、 自分の理想 を表現することが出来、言葉では表現 しき

れないほどの感動があ りました。(平 成14年 度M.M)

・初 めは、本当に ドレスなんて 自分で作 ることが出来 るのかす ご く不安で したが、出来

上が った ドレスは、スカー トのボリューム と白の生地が とて も可愛 くて、若 さと純粋

さをうまく表現するこ とが出来ま した。(平 成16年 度N.M)

(2)友 情 ・協調性 に関して

・最初のほうは自分 ひとりでは何 も出来 ませんで した。で も、その度、皆 は丁寧 に教え

て くれた し、手伝 って もくれま した。(平 成16年 度A.R)
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・この ドレスが完成することが出来たの も
、た くさんの人たちの支えがあったか らだ と

思 います。そんな言葉を言いなが ら涙 を流す人の気持ちに初めて共感で きました。(平

成14年 度H.Y)

・製図 を書 くときや布 を縫 い合 わせる ときも、思い通 りにいかな くて嫌になっていても、

周 りの皆がいたか らこそ頑張れたと思います。皆の優 しさが伝わって きました。(平 成

16年 度H.M)

(3)達 成感 ・充実感に対 して

・あ ま りにも出来な くて完成できないと思ったけれ ど、完成 した ときは嬉 しくて泣 きそ

うで した。制作 に しろ、 ファッションショーに しろ、 この達成感 と喜びはずっ と忘れ

るこ とはあ りません。(平 成13年 度C.M)

・大学生活 を振 り返 ると、思 い出すの はほとん どゼ ミの ドレス作 りです。 シ ョー も終

わって しまって少 し寂 しいですが、終わったときに起 こる達成感 と ドレスという大 き

な ものを作った という経験 を得 ることが出来 ました。(平 成16年 度Y.M)

・この作 品を作 ったことで技術的 なことは もちろん、服 を作 ることの楽 しさ、完成 した

ときの達成感、友達の大切 さ、色々なことを学 びました。(平 成ユ7年度S.K)

5.お わ りに

この ように、受講 した学生か らは 自身の成長 と達成感か らの評価 は得 られるが、これか

らゼ ミナールを選択 しようとす る学生 に対 して、 この服飾構成ゼ ミナールに 目を向けて も

らえる工夫 をす る必要がある。 なぜ なら、受講者が潤沢 に存在 して こそ、 フ ァッシ ョン

ショーにおいても様 々な工夫やチ ャレンジが可能 となるか らである。充分なゼ ミナール生

を確保す るために も、 より多 くの学生 に目と心 を向けて もらわなければな らない。

現代の若者気質として、 自分に とって面 白いこと ・や りたいことには目も心 も向けるが、

しん どい こと ・時間が掛かること ・費用が掛か るこ と等 は避ける傾 向がある。 したがって

目に見 えるメリッ トや、楽 しさ ・手軽 さをア ピールすることで、従来の 「お裁縫」や 「時

間がとられる」 とい うイメージの払拭 を しなければならない。そ して 「積み上 げてい く技

術」か ら 「作 品作 り」へ と、指導の仕方 を変 えてい く必要がある。例えば、半製品を用い

ることも可能であろ うし、価格 を無視 して作 りやすい材質を選ぶこともあろ う。反対に、

実用性 を考 えず、 ショーのためだけの作 り捨て資材での作 品 となることもあろう。

これ らの中には洋裁を指導す る立場 としては本質か ら離れ るもの もあるが、現実の学生

のニーズとの兼ね合いを推 し量 りなが ら、実習ゼ ミナールの 目的を見失 うこ とな く、王道

と側道 を上手 く組み入 れて、現代 にマ ッチ した 「ドレスメイキ ング」 を伝 えてい きたい。
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卒業制作に関する一考察

それはまさに、時を越 え変わることな く続 くなかで、一部 に個性 を加 える白いウェデ ィン

グ ドレスと同様、確固たる実習の基本 とコンセプ トを持ちつつ、学生 の個性 を生かす工夫

その ものである。
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